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シリーズ～新しい総合計画の策定に向けて⑥
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医療・高齢者福祉の充実が必要だと

思います。雇用の場や他地域から人を

呼び込める観光の目玉が増えると、

よりまちの活性化につながると思うので、

取り組みを期待します。また、足寄高校の

学力水準のアップにより力を入れ、

水準の高さをもっとアピールした方が

良いと思います。（40代女性）

仕事の都合で足寄町に住むことになり、

「不便そうなところ」と思っていました。一昨年

第１子を出産し、町のサービスを受ける機会が増え、

「小さな町だけど子どもを大事にしてくれるんだな」と

イメージが変わりました。今後も、子どもを持つことが

負担ではなく、希望となる様な町であってほしいと

思います。小さなことですが、子どもが生まれたら

お祝いをするのはどうでしょう。足寄町は豊かな

山林も大きな魅力なので、子どもの名前を

付けた苗木を１本植樹するとか。

（30代女性）

子連れで半日以上（できれば１日）遊べて食事も

できる場所があれば、観光客も増え町にも活気が

出るのでは？と思います。たくさんの遊具のある公園

や室内でも遊べる場所、豊かな自然を生かした催し物

と地産地消レストラン等。子育て世代は魅力的な場所、

イベントなら結構遠くまで足を運ぶようです。

医療機関（耳鼻科・小児科等）が充実していれば

もっと住みやすくなるのになと思います。

（20代女性）

市街地中心部に若い方向けの

宿泊施設があれば良いと思います。

個人的な意見ですが、宿泊施設が

充実していると友人や知人に

「足寄に遊びに来て！」

ともっと言えます。

（40代男性）

人口が年々減少している中で、

今後の“足寄町”を良くしていくためには

「住みたい町」「住みやすい町」にしていくべき。

子育てや医療など他の自治体には無いような

サービスの提供や将来長期にわたり定住して

もらえるような何か魅力あるものが無ければ

人口はどんどん減っていくものと思います。

将来の足寄町を見据え良い方向に進んで

もらえればと願っています。

（30代男性）

町民が建設的な意見を提案する

機会に恵まれても、それを本気で

取り入れ実行していこうとする町職員の

姿勢がほしいと思います。形だけで

終わらせずに本気で取り組むことが

最も重要だと感じています。

（60代女性）

全ての基本は産業振興にあります。

足寄町の産業は農業・林業であり、ここに最大の

力を注いでほしい。農家戸数の減少は町の衰退に

関わると思います。また、林業は道内有数の総面積

を有し、40年50年のサイクルが確立できる産業で

あり、他町村にできない有利性があると思います。

付加価値を付けた２次・3次産業を

開発すべきです。（80代以上無記入）

基幹産業の振興発展。

個性のあるまちづくり。

（60代男性）

第６次総合計画に関する町民 アンケート結果を公表します
　　　　　　　先月号に引き続き、町民アンケートで寄せられた、 まちづくりに対する意見や提案の一部をご紹介します。

なお、全アンケート結果については、町ホームページおよび役場 や町民センター、町国民健康保険病院、総合体育館で公開しています。

　　　　また、送付を希望される場合は担当までご連絡ください。 詳　細：役場総務課企画調整担当　☎２５－２１４１内線３１７

足寄の強みを生かした振興策に

期待します。創造性と上手な

プロモーションをお願いします。

（50代男性）
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ま
ち
の

台
所

平成25年度決算状況

一　般　会　計

地方譲与税
1億4,324万8千円（1.3%)

1億4,324万8千円（1.2%)

道支出金
8億4,502万0千円（7.6%)

8億7,997万9千円（7.6%)

その他
1億3,131万6千円（1.2%)

1億3,209万6千円（1.2%)

諸収入
11億3,220万0千円（10.2%）

11億9,347万7千円（10.3%）

繰入金
10億6,043万6千円（9.5%）

10億6,069万5千円（9.2%)

その他
4億6,498万1千円（4.1%)

4億8,071万3千円（4.2%)

町税
8億4,752万1千円（7.6%)

8億4,796万3千円（7.4%)

町債
11億1,832万5千円（10.0%)

12億9,952万5千円（11.3%)

地方交付税
47億6,773万6千円（42.8%)

47億6,773万6千円（41.3%)

自主財源
35億0,513万8千円（31.4%)

35億8,284万8千円（31.1%)

依存財源
76億4,592万8千円（68.6%)

79億4,942万1千円（68.9%)

111億5,106万6千円

115億3,226万9千円

総務費
28億0,405万2千円（25.7%)

28億8,301万4千円（25.0%)

民生費
13億8,804万8千円（12.7%)

14億5,586万5千円（12.6%)

土木費
13億1,562万4千円（12.1%)

15億1,610万5千円（13.1%)

教育費
5億7,641万6千円 （5.3%)

6億0,746万9千円 （5.3%)

その他
6億3,305万8千円（5.8%)

7億4,439万1千円（6.5%)

農林水産業費
 9億8,589万7千円（9.0%)

10億9,499万5千円（9.5%)

衛生費
7億6,421万3千円（7.0%)

 7億7,311万0千円（6.7%)

公債費
11億5,485万3千円（10.6%)

11億5,492万3千円（10.0%)

職員費
12億8,609万5千円（11.8%)

13億0,239万7千円（11.3%)

国庫支出金
6億4,028万3千円（5.7%)

7億2,683万7千円（6.3%)

109億0,825万6千円

115億3,226万9千円

平
成
25
年
度
の
予
算
・
決
算
状
況
と
26
年
度
の
予
算
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
国
の
補
助
金
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

足
寄
町
の
家
計
簿
を
表
や
グ
ラ
フ
で
表
し
て
み
ま
し
た
。

平成25年度決算状況

まちづくりに109億0,825万6,414円が使われました

主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す

地
域
活
性
化
推
進
事
業

４
，
１
９
４
万
５
千
円

　

「
足
寄
町
住
環
境
整
備
補
助
金
」新
築
４
件
・

改
築
２
１
５
件
、「
足
寄
町
ま
ち
づ
く
り
活

動
支
援
補
助
金
」
２
件
を
補
助
採
択
し
、
地

域
活
性
化
を
図
り
ま
し
た
。

緊
急
雇
用
創
出
事
業

９
３
５
万
１
千
円

　

国
の
緊
急
雇
用
創
出
事
業
と
し
て
北
海
道

が
基
金
を
造
成
し
、
市
町
村
の
雇
用
創
出
事

業
に
助
成
す
る
制
度
で
す
。
本
町
の
２
事
業

が
対
象
と
な
り
、
足
寄
町
社
会
福
祉
協
議
会

に
委
託
し
、
12
人
の
雇
用
創
出
が
図
ら
れ
ま

し
た
。

強
い
農
業
づ
く
り
事
業

１
億
８
，
０
５
０
万
０
千
円

　

個
々
で
飼
料
生
産
を
行
っ
て
い
た
農
家
が
、

共
同
で
良
質
自
給
飼
料
の
生
産
を
行
う
た
め
、

Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
、
圃ほ

場
の
一
括

管
理
、
配
合
飼
料
の
共
同
購
入
等
に
よ
り
作

業
の
効
率
化
、
飼
料
作
物
の
価
格
高
騰
へ
の

対
応
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
等
複
合
施
設
整
備
事
業

４
億
０
，
５
７
３
万
４
千
円

　

高
齢
者
等
複
合
施
設
を
整
備
す
る
た
め
、

用
地
の
購
入
、
建
築
工
事
、
外
構
工
事
、
初

年
度
備
品
の
購
入
等
を
行
い
ま
し
た
。

地
デ
ジ
難
視
地
区
対
策
事
業

５
億
６
，
４
９
０
万
０
千
円

　

町
内
の
地
デ
ジ
難
視
地
区
の
う
ち
、
大
誉

地
、
螺
湾
～
茂
足
寄
、
鷲
府
の
３
地
区
に
有

線
共
聴
施
設
を
整
備
し
、
地
デ
ジ
難
視
を
解

消
し
ま
し
た
。

公
営
住
宅
建
替
事
業

１
億
７
，
６
３
７
万
０
千
円

　

足
寄
町
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
に
基

づ
き
、南
区
団
地
公
営
住
宅
の
建
設
工
事
（
２

棟
11
戸
）
を
行
い
ま
し
た
。

足
寄
高
校
生
海
外
研
修
派
遣
事
業

１
，
６
３
３
万
２
千
円

　

足
寄
高
校
第
１
学
年
を
全
員
カ
ナ
ダ
・
ウ

ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市
に
派
遣
し
、
特
色
あ
る

高
校
づ
く
り
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
人
間

性
豊
か
な
人
材
の
育
成
を
図
り
ま
し
た
。

足
寄
中
学
校
改
築
事
業

９
，
８
３
５
万
２
千
円

　

足
寄
中
学
校
既
存
校
舎
を
改
修
し
、
武
道

場
、
更
衣
室
、
外
構
を
整
備
し
、
生
徒
の
安

全
お
よ
び
良
好
な
教
育
環
境
の
整
備
を
図
り

ま
し
た
。

公
共
下
水
道
事
業
（
特
別
会
計
）

１
億
９
，
９
６
２
万
４
千
円

　

街
の
基
幹
的
施
設
で
あ
る
下
水
道
を
整
備

す
る
た
め
、
下
水
道
管
渠
実
施
調
査
設
計
、

下
水
道
管
渠
の
新
設
工
事
、
公
共
升
新
設
工

事
等
を
行
い
ま
し
た
。

土
地
区
画
整
理
事
業
（
特
別
会
計
）

９
，
８
０
８
万
５
千
円

　

中
央
通
の
舗
装
、
区
画
道
路
の
改
良
舗
装

工
事
、
宅
地
整
備
お
よ
び
建
物
移
転
補
償
等

を
行
い
ま
し
た
。

建
設
改
良
工
事
（
企
業
会
計
）

３
，
３
５
６
万
９
千
円

　

水
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
、
土
地
区
画

整
理
事
業
や
道
路
改
良
工
事
に
伴
う
配
水
管

の
移
設
・
拡
張
工
事
等
を
行
い
ま
し
た
。

１人当たりに使われた
お金の内訳は

収入　1,514,885円
支出　1,481,899円

平成26年３月31日現在
人口　7,361人

（収入）

地方交付税 647,702円
諸 収 入 153,811円
町 債 151,926円
繰 入 金 144,061円
町 税 115,137円
道 支 出 金 114,798円
国庫支出金 86,983円
使用料及び手数料 21,672円
そ の 他 78,795円

（支出）

総 務 費 380,934円
民 生 費 188,567円
土 木 費 178,730円
職 員 費 174,717円
公 債 費 156,888円
農林水産業費 133,935円
衛 生 費 103,819円
教 育 費 78,307円
そ の 他 86,002円
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平成25年度決算状況

目 的 別 借 入 先 別

企　業　会　計

会　　　　　計　　　　　名 収　　　　　入 支　　　　　出

上 水 道 事 業
収益的収支決算額 １億2,905万６千円 9,928万２千円

資本的収支決算額 671万５千円 5,535万３千円

病 院 事 業
収益的収支決算額 10億3,436万５千円 11億0,483万６千円

資本的収支決算額 7,639万９千円 9,858万８千円

会　　計　　名 歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額 差　　　　　引

国 民 健 康 保 険 事 業 11億0,503万２千円 10億6,590万４千円 3,912万８千円

簡 易 水 道 2,371万４千円 2,370万３千円 1万１千円

公 共 下 水 道 事 業 ４億1,180万１千円 ４億1,177万５千円 ２万６千円

介 護 保 険 ８億8,872万３千円 ８億6,350万３千円 2,522万０千円

足寄都市計画足寄市街地区
土 地 区 画 整 理 事 業 ２億4,402万０千円 ２億4,755万６千円 －353万６千円

介 護 サ ー ビ ス 事 業 ２億8,300万７千円 ２億8,300万６千円 １千円

後 期 高 齢 者 医 療 １億0,479万７千円 １億0,477万９千円 1万８千円

特　別　会　計

町の財産
土地� 122,033,912㎡
公 の 施 設 1,482,706㎡
宅 地 244,191㎡
山 林 92,463,752㎡
そ の 他 27,843,263㎡

建物� 119,875㎡
学 校 19,281㎡
公 営 住 宅 28,028㎡
そ の 他 72,566㎡

車両� 85台
乗用自動車 20台
軽 自 動 車 ６台
貨物自動車 25台
バ ス 14台
特殊自動車 13台

（ショベル、グレーダーなど）
そ の 他 ７台

基金� 58億3,640万5千円
土地開発基金
 5,058万３千円
その他の基金
 57億8,582万２千円

証券その他の権利
 ２億6,715万８千円

町が借りているお金【町債】

一般会計・借入残高　101億9,246万1千円

その他
4億6,856万5千円
その他
4億6,856万5千円

緊急防災・減災事業債
6億5,550万0千円

緊急防災・減災事業債
6億5,550万0千円

都市計画債
4億1,180万9千円

都市計画債
4億1,180万9千円

辺地対策事業債
1億8,463万1千円
辺地対策事業債
1億8,463万1千円

一般土木債
4億3,817万9千円

一般土木債
4億3,817万9千円

公営住宅債
9億2,639万6千円

公営住宅債
9億2,639万6千円

農林水産業債
7億8,784万9千円
農林水産業債

7億8,784万9千円

過疎対策事業債
26億3,690万1千円
過疎対策事業債
26億3,690万1千円

臨時財政対策債
36億8,263万1千円
臨時財政対策債
36億8,263万1千円

財　務　省

83億6,077万4千円

地方公共団体金融機構等
11億9,521万2千円

銀　行　等　1億2,940万8千円

簡易保険局　1億6,833万5千円

そ　の　他　3億3,873万2千円

平成26年度予算執行状況

8億7,508万6千円

12億9,557万2千円

12億4,118万6千円

13億3,944万7千円

8億0,731万8千円

12億0,685万3千円

15億1,439万3千円

11億8,309万8千円

43億7,229万8千円

5億2,444万1千円

17億1,363万0千円

6億9,831万8千円

1億9,657万5千円

4億9,253万5千円

5億7,375万8千円

2億5,762万5千円
(29％)

1億9,846万3千円
(15％)

5億9,096万3千円
(48％)

5億0,330万2千円
(38％)

1億3,417万9千円
(17％)

5億4,710万4千円
(45％)

4億4,116万4千円
(29％)

5億8,145万3千円
(49％)

30億9,788万2千円
(71％)

6,225万0千円
(12％)

0円
(0％)

1億0,774万8千円
(15％)

0円
(0％)

3,928万5千円
(8％)

2億6,029万6千円
(45％)

歳出
予算現額　　　94億6,295万3千円
支出済額　　　32億5,425万3千円(34％)歳入

予算現額　　　94億6,295万3千円
収入済額　　　41億5,286万2千円(44％)

衛生費

教育費

土木費

職員費

農林水
産業費

町　債

民生費

その他

地　方
交付税

諸収入

道支出金

国　庫
支出金

公債費

その他

8億9,139万8千円
5億8,540万1千円

(66％)
町　税

繰入金

平成26年４月から９月までの収入・支出状況です

一　般　会　計 一般会計　支出済額　32億5,425万3千円

企　業　会　計

会　　　　　計　　　　　名 予 算 額 収 入 済 額 支 出 済 額

上 水 道 事 業
収益的収入及び支出 １億4,793万6千円 7,239万3千円 5,878万7千円

資本的収入及び支出 １億5,295万1千円 68万0千円 2,218万1千円

病 院 事 業
収益的収入及び支出 12億8,376万6千円 ４億6,561万0千円 ５億4,120万8千円

資本的収入及び支出 １億5,922万8千円 1,921万2千円 5,183万6千円

会　　計　　名 予 算 額 収 入 済 額 支 出 済 額 執 行 率

国 民 健 康 保 険 事 業 11億8,589万３千円 ３億9,011万８千円 ４億4,714万２千円 37.7%

簡 易 水 道 4,189万０千円 443万２千円 1,469万９千円 35.1%

公 共 下 水 道 事 業 ４億1,685万２千円 3,112万４千円 １億2,057万５千円 28.9%

介 護 保 険 10億2,153万４千円 ３億9,972万９千円 ３億6,114万８千円 35.4%

足寄都市計画足寄市街地区
土 地 区 画 整 理 事 業 １億8,875万２千円 741万４千円 5,355万１千円 28.4%

介 護 サ ー ビ ス 事 業 ２億8,829万３千円 7,860万４千円 １億2,228万６千円 42.4%

後 期 高 齢 者 医 療 １億1,826万３千円 3,117万８千円 3,132万９千円 26.5%

特　別　会　計
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公 表

平
成
25
年
度
足
寄
町
の

健
全
化
判
断
比
率
等
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
６
月
に
「
地
方
公
共

団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る

法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
地
方
公
共

団
体
は
毎
年
度
、
健
全
化
判
断
比

率
と
資
金
不
足
比
率
を
監
査
委
員

の
審
査
を
受
け
た
後
に
議
会
へ
報

告
し
、
住
民
に
公
表
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

地
方
公
共
団
体
は
、
健
全
化
判

断
比
率
に
よ
り
「
健
全
段
階
」「
早

期
健
全
化
段
階
」「
財
政
再
生
段
階
」

の
３
段
階
に
区
分
さ
れ
ま
す
。
早

期
健
全
化
段
階
、
財
政
再
生
段
階

に
な
っ
た
場
合
に
は
財
政
健
全
化

計
画
等
を
定
め
、
計
画
に
従
っ
て

健
全
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
公
営
企
業
の
資
金

不
足
比
率
が
経
営
健
全
化
基
準
を

超
え
た
場
合
に
は
、
経
営
健
全
化

計
画
を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

健
全
化
判
断
比
率

　

健
全
化
判
断
比
率
に
は
、
次
の

４
つ
の
指
標
が
あ
り
ま
す
。

・
実
質
赤
字
比
率

　

地
方
公
共
団
体
の
一
般
会
計
等

の
赤
字
の
程
度
を
指
標
化
し
、

財
政
運
営
の
深
刻
度
を
示
し
て

い
ま
す
。

・
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

全
て
の
会
計
の
赤
字
や
黒
字
を

合
算
し
て
地
方
公
共
団
体
全
体

と
し
て
の
赤
字
の
程
度
を
指
標

化
し
、
地
方
公
共
団
体
全
体
と

し
て
の
運
営
の
深
刻
度
を
示
し

て
い
ま
す
。

・
実
質
公
債
費
比
率

　

借
入
金
の
返
済
額
お
よ
び
こ
れ

に
準
じ
る
額
の
大
き
さ
を
指
標

化
し
、
資
金
繰
り
の
危
険
度
を

示
し
て
い
ま
す
。

・
将
来
負
担
比
率

　

地
方
公
共
団
体
の
一
般
会
計
の

借
入
金
や
将
来
支
払
っ
て
い
く

可
能
性
の
あ
る
負
担
な
ど
、
現

時
点
で
の
残
高
の
程
度
を
指
標

化
し
、
将
来
財
政
を
圧
迫
す
る

可
能
性
が
高
い
か
ど
う
か
を
示

し
て
い
ま
す
。

資
金
不
足
比
率

　

公
営
企
業
（
会
計
）
の
資
金
不

足
を
、
料
金
収
入
等
と
比
較
し
て

指
標
化
し
、
経
営
状
況
の
深
刻
度

を
示
す
も
の
で
す
。

算
定
の
結
果

　

平
成
25
年
度
決
算
の
各
比
率
に

つ
い
て
は
、
表
の
通
り
で
す
。
早

期
健
全
化
基
準
お
よ
び
経
営
健
全

化
基
準
を
下
回
っ
て
い
る
た
め
、

健
全
段
階
と
な
り
ま
し
た
。

健全化判断比率

資金不足比率

詳　

細　

役
場
総
務
課
企
画
財
政
室
財
政
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
３
１
３

項 目 足寄町の比率 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 ―― 　１４.５８％ ２０.００％

連 結 実 質 赤 字 比 率 ―― 　１９.５８％ ３０.００％

実 質 公 債 費 比 率 １１.６％ 　２５.００％ ３５.００％

将 来 負 担 比 率 　０.２％ ３５０.００％

会 計 名 足寄町の比率 経営健全化基準

上 水 道 事 業 会 計 ――

２０.００％
国民健康保険病院事業会計 ――

簡 易 水 道 特 別 会 計 ――

公共下水道事業特別会計 ――

※実質赤字比率と連結実質赤字比率は、赤字額がないため「－」と表示しています。

※全ての会計で資金不足額がないため「―」と表示しています。

※総務省や北海道

のホームページ

で地方公共団体

財政健全化法関

係資料をご覧い

ただけます。

発表会・学芸会

11.１　螺湾保育所 11.１　芽登保育所

11.８　足寄保育園どんぐり11.８　上利別保育所

10.25　足寄小学校 11.１　螺湾小学校

11.１　芽登小学校 11.８　大誉地小学校



まちかどまちかどまちかど

10

写真をご希望の方は広報広聴担当まで

11

まちかどまちかどまちかど

11

　第８回親と子のやまもりいっぱいおはなし

会（かちまい足寄ほか主催）が南区コミュニ

ティセンターで行われ、約50人の親子が参加。

子どもたちは、町内の読み聞かせサークルに

よる大型絵本の読み聞かせや手遊びなどを楽

しんだほか、輪ゴムと厚紙を使った工作にも

挑戦していました。

11.15 絵本っていいね

11.９ とかち文化の集い

　足寄高校の海外研修報告会が足寄中学校で

行われました。これは、同高１年生が参加し

たカナダ研修について中学生に知ってもらい、

同高への進学率向上につなげるのが狙い。参

加生徒を代表し坂口友紀君と千葉梨子さ
んがウ

ェタスキウィン市でのホームステイ体験など

を語り、研修の成果を報告しました。

　平成26年度とかち文化の集いが町民センタ

ーで開催され、十勝管内の文化協会関係者ら

２７１人が出席。主管協会を代表し足寄町文

化協会の細野博文会長があいさつした他、文

化賞等の贈呈式では、足寄町カラオケ同好会

会長の大須賀白さ
んを含む８個人・１団体に文

化賞や功労賞などがそれぞれ贈られました。

11.６ 自分らしく生きるために

10.31 カナダ研修を報告

　ふるさと足寄１００年塾・学遊会（遠藤総

一会長）の公開講座が行われ、同会会員や町

民など約80人が参加。新得町のＮＰＯ法人地

域福祉支援センターちいさな手の清野祥子理

事長が「自分らしく生きよう～支える現場か

らの報告～」と題し、自身の経験を基に介護

や在宅ケアについて話しました。

10.29 松崎さ
んが感謝状を受賞

10.19 吹奏楽フェスティバル

10.30 老人ホームを慰問
　足寄町民生委員児童委員協議会（國見勲会

長）の会員ら18人が、町立特別養護老人ホー

ムあゆみの園を慰問しました。会員らは日頃

練習した歌やハーモニカを披露。童謡「ふる

さと」では入所者も一緒に歌いながら交流を

深めたほか、同協議会から老人ホームにタオ

ル１００枚と飲物70本が寄贈されました。

　防衛大臣感謝状を受けた松崎稔さ
ん（81歳）

が、役場を訪れ受賞報告をしました。松崎さ
ん

は昭和45年の足寄町自衛隊協力会発足以来、

会長等の要職を歴任し、自衛隊の広報活動に

貢献されました。松崎さ
んは「ここまで長い間

やってこられたのも家族などの協力があった

から」と感謝の言葉を述べました。

10.24 健闘を誓う
　バレーボール北海道選抜女子メンバーに選

出された平栗弥々さ
ん（足寄中３年）が町民セ

ンターを訪れ、全国都道府県対抗中学バレー

ボール大会（12月25日～28日・大阪府）出場

を報告。平栗さ
んは「足寄中学校の代表として、

一生懸命戦ってきます。チームとしては過去

最高となるベスト４が目標」と語りました。

　第25回足寄町吹奏楽フェスティバルが町民

センターで開催され、約２００人が来場。足

寄ジュニアブラスバンド、足寄中学校吹奏楽

部、足寄高等学校吹奏楽局、足寄吹奏楽団が

出演し、日頃の練習の成果を披露しました。

また４団体合同による演奏も行われ、来場者

は迫力ある演奏に聞き入っていました。



足寄町教育委員会

Vol.98

1213

●
平
成
27
年
足
寄
町
成
人
式

開
催
し
ま
す

生
涯
学
習
事
業

社
会
体
育
事
業

子
育
て
・
家
庭
教
育

そ
の
他　

該
当
さ
れ
る
方
に
は
、
は
が
き
に

て
ご
案
内
し
て
い
ま
す
が
、
現
在

本
町
に
住
民
票
が
無
い
方
で
も
、

参
加
希
望
さ
れ
る
方
や
案
内
は
が

き
の
届
か
な
か
っ
た
方
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

な
お
、
記
念
品
は
、
出
席
報
告
者

の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
生
涯
学
習
講
座　

書
き
初
め
大
会

日　

時　

平
成
27
年
１
月
９
日
㈮

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

対　

象　

幼
児
・
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で

定　

員　

40
人

参
加
費　

５
０
０
円
（
教
材
費
等
と
し
て
、

申
込
時
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

持
ち
物　

下
敷
き
、
大
筆
、
中
筆
、
墨
汁
、

す
ず
り
※
持
っ
て
い
な
い
人
は
受

付
時
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

書
き
初
め
終
了
後
、
参
加
者
全
員

で
お
し
る
こ
を
食
べ
ま
す
。

　
　
　
　

12
月
25
日
㈭
ま
で
に
生
涯
学
習
室

に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
第
22
回
上
足
寄
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

日　

時　

12
月
14
日
㈰　

午
後
１
時
～

場　

所　

旧
上
足
寄
小
学
校
体
育
館

日　

時　

平
成
27
年
１
月
11
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
～

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

対　

象　

平
成
６
年
４
月
２
日
～

　
　
　
　

平
成
７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

内　

容　

午
後
１
時
～
式
典
（
町
主
催
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～
成
人
祝
賀
会

�

（
実
行
委
員
会
主
催
）

　
　
　
　

午
後
３
時　

終
了
予
定

※
受
け
付
け
は
午
後
０
時
30
分
か
ら

●
子
育
て
支
援
・
学
習
と
交
流
の
会

　

「
す
く
す
く
」

日　

時　

１
月
20
日
㈫　

２
月
19
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
10
分
～
11
時
50
分

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー

そ
の
他　

参
加
に
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。
※
託
児
所
も
あ
り
ま
す
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
子
育
て
支
援
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」

日　

時　

12
月
16
日
㈫　

１
月
27
日
㈫

　
　
　
　

２
月
17
日
㈫　

３
月
17
日
㈫

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
第
１
・
２
会
議
室

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

日　

時　

１
月
29
日
㈭

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

対　

象　

乳
児
健
診
該
当
者

※
乳
児
健
診
時
に
読
み
聞
か
せ
を
し
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
を
配
布
す
る
事
業
で
す
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
年
末
・
年
始
休
館
の
お
知
ら
せ

　

社
会
教
育
関
係
施
設
の
年
末
・
年
始
休
館

日
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
不
明
な
点
は
各
施

設
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

町
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　

12
月
30
日
㈫
～
１
月
５
日
㈪

　

町
民
セ
ン
タ
ー
図
書
室

　
　
　

12
月
30
日
㈫
～
１
月
６
日
㈫

　

生
涯
学
習
館

　
　
　

12
月
30
日
㈫
～
１
月
５
日
㈪

　

総
合
体
育
館

　
　
　

12
月
30
日
㈫
～
１
月
６
日
㈫

　

温
水
プ
ー
ル

　
　
　

12
月
30
日
㈫
～
１
月
６
日
㈫

　
　

※
12
月
29
日
は
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

　

動
物
化
石
博
物
館

　
　
　

12
月
30
日
㈫
～
１
月
６
日
㈫

●
里
見
が
丘
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

　

12
月
下
旬
利
用
開
始
予
定
で
す
。
ど
な
た

で
も
利
用
で
き
ま
す
が
、
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ト
限
定
と
な
り
ま
す
の
で
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ

ー
靴
や
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
靴
で
の
滑
走

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
滑
走
す
る
際
は
、
手
袋
・
帽
子
を

着
用
す
る
な
ど
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
に
掲
示
し

て
あ
る
ル
ー
ル
を
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

詳　

細　

総
合
体
育
館�

☎
25

－

３
１
９
１

●
里
見
が
丘
ス
キ
ー
場

　

１
月
中
旬
利
用
開
始
予
定
で
す
。
こ
の
ス

キ
ー
場
は
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
の
滑
走
も
可

能
で
す
。
係
員
の
指
示
に
従
い
安
全
に
滑
走

願
い
ま
す
。
た
だ
し
、
ソ
リ
で
の
滑
走
は
禁

止
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

詳　

細　

総
合
体
育
館�

☎
25

－

３
１
９
１

●
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ケ
ー
ト
教
室

開
催
日　

１
月
７
日
㈬　

８
日
㈭

場　

所　

里
見
が
丘
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

対　

象　

小
学
生

●
第
59
回
町
民
ス
ケ
ー
ト
大
会

日　

時　

１
月
31
日
㈯

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～

場　

所　

里
見
が
丘
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

対　

象　

町
民
（
幼
児
か
ら
一
般
）

●
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
教
室

日　

時　

１
月
中
旬
（
３
日
間
）

　
　
　
　

午
後
６
時
45
分
～
８
時
30
分

●
町
民
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
展

　

12
月
12
日
㈮
～
24
日
㈬

　
　
　

健
康
づ
く
り
ロ
ビ
ー
展

　

１
月
15
日
㈭
～
29
日
㈭

　
　
　

書
き
初
め
大
会
作
品
展

　

２
月
３
日
㈫
～
17
日
㈫

　
　
　

足
寄
町
郷
土
資
料
館
移
動
展

　

２
月
20
日
㈮
～
３
月
８
日
㈰

　
　
　

旭
町
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
作
品
展

　

３
月
11
日
㈬
～
18
日
㈬

　
　
　

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展

　

３
月
20
日
㈮
～
29
日
㈰

　
　
　

ネ
イ
パ
ル
あ
し
ょ
ろ
展

※
出
展
希
望
者
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

場　

所　

里
見
が
丘
ス
キ
ー
場

対　

象　

小
・
中
学
生

※
各
事
業
と
も
申
し
込
み
方
法
等
は
後
日
ご

案
内
し
ま
す
。

詳　

細　

総
合
体
育
館�

☎
25

－

３
１
９
１

出
演
者　

白
い
鳥
（
音
更
町
）

入
場
券　

３
０
０
円（
ケ
ー
キ
・
飲
み
物
付
）

※
旧
上
足
寄
小
学
校
体
育
館
を
利
用
し
て
の

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
今
回
が
最

後
と
な
り
ま
す
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
冬
休
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ

　

冬
休
み
の
長
期
休
業
中
の
児
童
の
居
場
所

づ
く
り
と
基
礎
学
力
向
上
の
手
助
け
の
た
め
、

冬
休
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
「
チ
ャ
レ
ン
ジ

さ
ん
す
う
ク
ラ
ブ
」
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日　

平
成
27
年
１
月
７
日
㈬
・
８
日
㈭

　
　
　
　

13
日
㈫
～
16
日
㈮　

６
日
間

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー

※
詳
し
い
時
間
や
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、

各
学
校
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

お

知

ら

せ
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フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
選
手
が
来
館

　

２
０
１
４
足
寄
町
応
援
大
使
の
北
海
道
日

本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
飯
山
裕
志
選
手
と

中
島
卓
也
選
手
が
、
11
月
26
日
、
博
物
館
に

来
館
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
同
日
開
催
さ
れ

た
応
援
大
使
ト
ー
ク
交
流
会
の
た
め
来
町
し

た
際
に
立
ち
寄
っ
た
も
の
で
す
。
館
内
見
学

の
他
、
ミ
ニ
発
掘
体
験
も
行
い
、
初
め
て
の

体
験
に
両
選
手
と
も
真
剣
な
表
情
で
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

図
書
室
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ

：

年
末
・
年
始
は
本
を
借
り
た
り
、
返
し

た
り
で
き
ま
す
か
。

Ａ

：

町
民
セ
ン
タ
ー
図
書
室
は
、
12
月
30
日

㈫
か
ら
１
月
６
日
㈫
ま
で
休
館
と
な
り

ま
す
の
で
、
こ
の
期
間
中
は
本
の
貸
し

出
し
は
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
返
却

ポ
ス
ト
を
町
民
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て

い
ま
す
の
で
返
却
は
で
き
ま
す
。

　
　
　

年
末
・
年
始
に
ゆ
っ
く
り
本
を
読
ん

で
過
ご
し
た
い
と
い
う
方
は
、
休
館
期

間
に
入
る
前
ま
で
に
、
本
を
借
り
ら
れ

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
　
　

な
お
、
１
月
７
日
㈬
午
前
10
時
か
ら

平
常
通
り
開
館
し
ま
す
。

読
み
聞
か
せ

●
ブ
レ
ー
メ
ン
の
お
話
し
会

日　

時　

12
月
20
日
㈯　

２
月
21
日
㈯

　
　
　
　

３
月
21
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
～
２
時

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
子
ど
も
図
書
室

対　

象　

幼
児
か
ら
小
学
校
中
学
年

詳　

細　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

●
絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」

日　

時　

12
月
27
日
㈯　

１
月
24
日
㈯

　
　
　
　

２
月
28
日
㈯　

３
月
28
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
子
ど
も
図
書
室

対　

象　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年

詳　

細　

絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」
事
務
局

�

☎
25

－

４
９
７
４

●
「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」

日　

時　

１
月
13
日
㈫　

２
月
10
日
㈫

　
　
　
　

３
月
10
日
㈫

　
　
　
　

午
前
11
時
～
11
時
30
分

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
子
ど
も
図
書
室

対　

象　

乳
幼
児
か
ら
幼
児

詳　

細　
「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」
事
務
局

�

☎
25

－

７
４
８
７

新

刊

案

内

●
一
般
書

キ
ャ
ロ
リ
ン
グ�

有
川　
　

浩

鹿
の
王　

上
・
下�

上
橋
菜
穂
子

埋
れ
た
牙�

堂
場　

瞬
一

家
族
シ
ア
タ
ー�

辻
村　

深
月

鳥
た
ち�

よ
し
も
と
ば
な
な

怪
し
い
店�

有
栖
川
有
栖

死
に
支
度�

瀬
戸
内
寂
聴

女
王�

連
城
三
紀
彦

親
鸞　

完
結
篇　

上
・
下�

五
木　

寛
之

冥
の
水
底�

朱
川　

湊
人

売
国�

真
山　
　

仁

認
知
の
母
に
キ
ッ
ス
さ
れ�

ね
じ
め
正
一

テ
ミ
ス
の
剣�

中
山　

七
里

陰
陽
師　

螢
火
ノ
巻�

夢
枕　
　

獏

サ
ラ
バ
！　

上
・
下�

西　

加
奈
子

愛
の
深
ま
り�

ア
リ
ス
・
マ
ン
ロ
ー

モ
ノ
グ
ラ
ム
殺
人
事
件�

ソ
フ
ィ
ー
・
ハ
ナ

ゴ
ー
ス
ト
・
ス
ナ
イ
パ
ー

�

ジ
ェ
フ
リ
ー
・
デ
ィ
ー
ヴ
ァ
ー

毎
日
か
あ
さ
ん　

11�

西
原
理
恵
子

喜
ば
れ
る
お
せ
ち
料
理
と
ご
ち
そ
う
レ
シ
ピ

�

牛
尾　

理
恵

電
子
レ
ン
ジ
で
つ
く
る
12
か
月
の
和
菓
子

�

松
井
ミ
チ
ル

か
ぎ
針
で
編
む
か
わ
い
い
編
み
も
の

�

遠
藤
ひ
ろ
み

●
児
童
書

こ
わ
く
な
い�

谷
川
俊
太
郎

あ
し
た
あ
さ
っ
て
し
あ
さ
っ
て

�

も
り
や
ま
み
や
こ

こ
ぶ
た
の
ぶ
ー
ぷ�

西
内
ミ
ナ
ミ

フ
ワ
フ
ワ
さ
ん
は
け
い
と
や
さ
ん

�

樋
勝　

朋
巳

も
う
じ
ゅ
う
つ
か
い
の
ム
チ
が
な
る

�

い
と
う
ひ
ろ
し

い
か
だ
に
の
っ
て�

と
よ
た
か
ず
ひ
こ

ぼ
く
は
き
み
で
き
み
は
ぼ
く

�

ル
ー
ス
・
ク
ラ
ウ
ス

ム
ー
ミ
ン
や
し
き
は
ひ
み
つ
の
に
お
い

�

ト
ー
ベ
・
ヤ
ン
ソ
ン

ぼ
く
つ
か
ま
ら
な
い
も
ん
！

�

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ワ
イ
ズ
・
ブ
ラ
ウ
ン

お
さ
る
の
ジ
ョ
ー
ジ
ど
う
ぶ
つ
だ
い
す
き

お
さ
る
の
ジ
ョ
ー
ジ
ね
む
れ
な
い
よ
る

お
さ
る
の
ジ
ョ
ー
ジ
は
い
し
ゃ
さ
ん
へ
い
く

お
さ
る
の
ジ
ョ
ー
ジ
ピ
ザ
を
つ
く
る

�

Ｍ
．レ
イ
＆
Ｈ
．Ａ
．レ
イ

ム
ー
ン
・
ジ
ャ
ン
パ
ー

�

ジ
ャ
ニ
ス
・
メ
イ
・
ユ
ー
ド
リ
ー

み
ま
わ
り
こ
び
と

�

ア
ス
ト
リ
ッ
ド
・
リ
ン
ド
グ
レ
ー
ン

ほ
ん
を
ひ
ら
い
て�

ト
ニ
・
モ
リ
ス
ン

詳　

細　

図
書
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
内
）

�

☎
25

－

３
１
８
８

図
書
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

図書担当者おすすめです

動
物
化
石
博
物
館
情
報

ご
相
談
く
だ
さ
い

教
育
相
談
電
話

　

子
育
て
や
家
庭
教
育
を
は
じ
め
、
教
育
に

関
す
る
お
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
教
育
委

員
会
で
は
、
教
育
相
談
専
用
電
話
を
設
置
し
、

悩
み
や
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

相
談
専
用
電
話　

☎
25

－

４
９
７
６

　

（
よ
く
な
ろ
う

3

3

3

3

3

と
覚
え
て
く
だ
さ
い
）

相
談
内
容

　

学
校
生
活
、
異
性
、
交
友
、
い
じ
め
、
非

行
、
子
育
て
、
し
つ
け
、
生
活
な
ど

受
付
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

相 

談 

員

詳　

細　

生
涯
学
習
室�
☎
25

－

３
１
８
８

武田　　悟
生涯学習推進アドバイザー

青木　敬二
生涯学習推進アドバイザー

募
集
し
ま
す

●
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

町
内
の
各
学
校
や
町
民
セ
ン
タ
ー
子
ど
も

図
書
室
な
ど
で
、
読
み
聞
か
せ
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
行
っ
て
い
る
、
絵
本
の
会
「
は
ら
っ

ぱ
」
と
「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」
で
は
、
読

み
聞
か
せ
に
興
味
が
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。男
女
問
わ
ず
興
味
の
あ
る
方
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
活
動
内
容
等
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
情
報
紙
「
え
ん
ぜ
る
」
編
集
員

　

子
育
て
支
援
情
報
紙
「
え
ん
ぜ
る
」
を
月

１
回
発
行
し
、
乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者
向
け

に
子
育
て
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
編
集
会
議
へ
の
参
加
や
原
稿
を
執
筆
し

て
い
た
だ
け
る
編
集
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
中
の
マ
マ
や
子
育
て
を
終
え
た
先
輩

マ
マ
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」
運
営
ス
タ
ッ
フ

　

子
育
て
支
援
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」
は
、

不
用
に
な
っ
た
子
ど
も
服
な
ど
の
提
供
や
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
等
の
貸
し
出
し
を
、
毎
月

１
回
町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
前
日
準
備
と
当
日
運
営
を
手
伝
っ
て
く
れ

る
女
性
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
総
合
体
育
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

老
朽
化
し
て
い
た
総
合
体
育
館
１
階
ア
リ

ー
ナ
の
床
を
全
面
張
り
替
え
ま
し
た
。

　

新
し
い
床
は
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
木
目
の

色
が
薄
く
、
利
用
者
か
ら
は
以
前
よ
り
も
明

る
く
な
っ
た
と
の
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

安
全
で
快
適
に
な
っ
た
１
階
ア
リ
ー
ナ
を
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
回
の
工
事
費
の
一
部
は
、
ス
ポ

ー
ツ
振
興
く
じ
（
ｔ
о
ｔ
о
）
の
助
成
金
が

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

詳　

細　

総
合
体
育
館�

☎
25

－

３
１
９
１

　

大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
博
物
館
に
来

年
も
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
12
月
30
日
㈫
か
ら
１
月
6

日
㈫
ま
で
は
休
館
と
な
り
ま
す
。

詳　

細　

博
物
館�

☎
25

－

９
１
０
０ ミニ発掘体験をする中島選手
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軽自動車税の税額が変わります！

▲▲ ▲ ▲

地方税法の一部改正により、平成27年度から軽自動車税の税額が引き上げられます。

詳しい税額については、次の通りです。

●原動機付自転車・二輪の軽自動車・小型特殊自動車・二輪の小型自動車

●軽三輪車・軽四輪以上の車両

車　　　種　　　名
年　　　税　　　額

平成26年度以前 平成27年度以降

原動機付自転車

50㏄以下 １,０００円 ２,０００円

50㏄超90㏄以下 １,２００円 ２,０００円

90㏄超125㏄以下 １,６００円 ２,４００円

三輪以上のもの（ミニカー） ２,５００円 ３,７００円

軽自動車 二輪車 ２,４００円 ３,６００円

小型特殊自動車
農耕作業用 １,６００円 ２,４００円

その他作業用 ４,７００円 ５,９００円

二輪の小型自動車 250㏄超 ４,０００円 ６,０００円

※初年度検査年月により①～③のいずれかの税額になります。

①初年度検査が平成27年３月31日以前の車両～検査から13年が経過するまで適用されます。

②初年度検査が平成27年４月１日以降の車両～検査から13年を経過するまで適用されます。

③初年度検査後、13年を経過した車両～平成28年度以降適用されます。

　※平成14年12月以前に初年度検査した車両が該当します。

※初年度検査年月については、ご自身の自動車検査証でご確認ください。

問い合わせ・詳細　　役場住民課税務室課税担当☎２５－２１４１内線２３３

車　　　種　　　名

年　　　税　　　額

平成27年度から実施 平成28年度から実施

①平成27年３月31日
　以前の登録車

①平成27年４月１日
　以降の登録車

③最初の登録から13
　年を経過した車両

軽自動車

三輪車 ３，１００円 　３，９００円 　４，６００円

四輪車

乗　用
営業用 ５，５００円 　６，９００円 　８，２００円

自家用 ７，２００円 １０，８００円 １２，９００円

貨物用
営業用 ３，０００円 　３，８００円 　４，５００円

自家用 ４，０００円 　５，０００円 　６，０００円

番号

初年度検査年月 自動車の種別 用　　途 自家用・事業用の別

 平成
　○年○月 軽自動車 乗用 自家用

乗車定員 最大積載量 車両重量 長　　さ 高　　さ

人 kg kg cm cm

燃料の種類 総排気量又は定格出力 前　輪　重 後　輪　重

L kg kg

年　　月　　日

年　　月　　日

　備　考

使用の本拠の位置

有効期限の満了する日

平成　　　　　年　　月　　日

年　　月　　日

年　　月　　日

使
用
者

所
有
者

氏名又は名称

住　　　　所

氏名又は名称

住　　　　所

車　　　　　　　名 型　　　　　　式 原動機の型式

幅

cm

型式指定番号 類別区分番号

軽自動車検査協会

車　体　の　形　状

箱型

kg

車　　両　　番　　号

帯広　５８０　△　○○○○

自 動 車 検 査 証
交　付　年　月　日

 平成
　○年○月○日

車　　　台　　　番　　　号 車 両 総 重 量

平成　年　月　日

ス
ト
ッ
プ
！
税
の
滞
納

町
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

町
税
（
道
・
町
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
）
は
、
納
税
者
の
皆
さ
ん
に
福
祉

や
教
育
、
土
木
事
業
な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
自
主
財
源

で
あ
り
、
皆
さ
ん
に
公
平
な
ご
負
担
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

税
金
・
保
険
料
を
納
め
な
い
と
ど
う
な
る
？

　

税
金
や
保
険
料
は
前
年
の
所
得
や
財
産
の

保
有
状
況
に
応
じ
て
課
税
さ
れ
、
課
税
さ
れ

た
方
は
定
め
ら
れ
た
各
納
期
限
ま
で
に
納
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
か
っ
た
方
に

は
督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督
促
状
を
発
送

し
た
日
か
ら
起
算
し
て
10
日
以
内
に
完
納
さ

れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
法
に
従
い
財
産
（
給

与
・
預
金
・
生
命
保
険
・
不
動
産
な
ど
）
の

差
し
押
さ
え
等
を
執
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
納
期
限
ま
で
に
納
め
ら
れ
な
い
税

金
や
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
法
律
で
定
め
ら

れ
た
割
合
で
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

病
気
や
災
害
、
失
業
、
事
業
の
不
振
な
ど

納
付
で
き
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
一
刻

も
早
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
滞
納
を
放
置
し

て
差
し
押
さ
え
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
と
、

あ
な
た
の
経
済
的
事
情
や
社
会
的
信
用
が
大

き
な
打
撃
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
消
費
者
金
融
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社

へ
の
借
金
返
済
が
重
な
り
納
付
で
き
な
い
と

い
う
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
納
税
相

談
を
通
じ
て
多
重
債
務
か
ら
解
放
さ
れ
た
方

が
何
人
も
い
ま
す
。
税
務
職
員
に
は
守
秘
義

務
が
あ
り
ま
す
の
で
、
他
人
に
債
務
の
こ
と

を
知
ら
れ
る
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

詳　

細　

役
場
住
民
課
税
務
室
収
納
担
当
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納
付
で
き
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は

必
ず
相
談
を
！

滞納処分件数・金額実績

平成25年度課税分町税等収納状況

処 分

財 産
平成23年度 平成24年度 平成25年度

平成26年度
（4月～11月）

給 与
４件

（158千円）
０件

（０千円）
２件

（62千円）
３件

（247千円）

預貯金
25件

（1,661千円）
11件

（1,462千円）
９件

（341千円）
３件

（100千円）

生 命

保 険
７件

（451千円）
０件

（０千円）
０件

（０千円）
３件

（443千円）

不動産
４件

（3,160千円）
０件

（０千円）
０件

（０千円）
２件

（1,247千円）

その他
50件

（2,156千円）
52件

（1,082千円）
６件

（668千円）
11件

（906千円）

町税等種別 道 町 民 税 固定資産税 軽自動車税
国 民 健 康
保　険　税

法人町民税 介護保険料

収　納　率 ９８.９６％ ９９.７７％ ９９.２７％ ９７.７０％ １００％ ９９.５４％
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飲

酒

と

こ

こ

ろ

の

健

康

ま
ち
の
健
康
だ
よ
り

消防通信　第８号

前　略

足寄消防署より

年
間
出
動
件
数 

（
11
月
30
日
現
在
）

救
急
出
動 

３
４
８
件
（
７
件
増
）

火
災
出
動 

３
件
（
３
件
減
）

 

※
か
っ
こ
内
は
前
年
比

そ
の
歴
史
は
、
江

戸
時
代
ま
で
さ
か

の
ぼ
る

　

出
初
式
の
起
源

は
、
今
か
ら
約
３

６
０
年
前
の
江
戸

時
代
、
１
６
５
９

（
万
治
２
）
年
に

さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

　

当
時
、
江
戸
の

町
は
１
６
５
７
（
明
暦
３
）
年
に
発
生
し
た

明
暦
の
大
火
に
よ
り
、
い
ま
だ
焦
土
と
化
し

た
ま
ま
で
あ
り
、
苦
し
い
復
興
作
業
に
当
た

る
町
民
は
、
絶
望
的
な
状
態
に
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
、
翌
年
に
消
防
組
織
「
定

じ
ょ
う

火び

消け
し

」
が

制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。
１
月
４
日
、
時
の
老

中
・
稲
葉
伊
代
守
正
則
は
、
定
火
総
勢
４
隊

を
率
い
て
、
上
野
東
照
宮
前
で
「
出
初
」
を

行
い
気
勢
を
上
げ
た
こ
と
が
、
町
民
に
大
き

な
希
望
と
信
頼
を
与
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
が
契
機
と
な
り
、
お
正
月
の
恒
例
行

事
と
し
て
現
在
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

出
初
式
は
消
防
職
・
団
員
の
心
意
気
を
示

す
と
同
時
に
、
士
気
を
鼓
舞
し
１
年
間
の
安

全
と
奮
闘
を
誓
い
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に

「
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
て

ま
い
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

足
寄
消
防
団
出
初
式
で
は
、
消
防
団
員
に

よ
る
分
列
行
進
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
式
典
で

は
防
火
や
消
防
活
動
な
ど
に
功
績
の
あ
っ
た

方
々
へ
表
彰
状
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

平
成
27
年
の
消
防
出
初
式
を
次
の
通
り
開

催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
多
く
の
方
の
ご
参
観

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
な
ど

の
公
的
年
金
を
受
給
す
る
方
は
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
26

年
12
月
以
降
は
、
年
金
額
が
児
童
扶
養
手
当

額
よ
り
低
い
場
合
は
、
そ
の
差
額
分
の
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、

役
場
福
祉
課
で
の
申
請
が
必
要
で
す
。

新
た
に
手
当
を
受
け
取
れ
る
場
合

・
お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
祖
父
母
等
が
、

低
額
の
老
齢
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合

・
父
子
家
庭
で
、
お
子
さ
ん
が
低
額
の
遺
族

厚
生
年
金
の
み
を
受
給
し
て
い
る
場
合

・
母
子
家
庭
で
、
離
婚
後
に
父
が
死
亡
し
、

お
子
さ
ん
が
低
額
の
遺
族
厚
生
年
金
の
み

を
受
給
し
て
い
る
場
合　
　

な
ど

支
給
開
始
日

・
手
当
は
申
請
の
翌
月
分
か
ら
の
支
給
と
な

り
ま
す
。

・
平
成
26
年
12
月
か
ら
平
成
27
年
３
月
分
の

手
当
は
平
成
27
年
４
月
に
支
払
わ
れ
ま
す
。
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住
民
一
人
ひ
と
り
の
生
命
と
く
ら
し
を

守
る
た
め
、
非
核
三
原
則
の
堅
持
と
恒
久

平
和
の
実
現
を
願
っ
て
、
足
寄
町
は
平
成

７
年
11
月
１
日
に
「
非
核
平
和
の
ま
ち
」

を
宣
言
し
ま
し
た
。
ま
た
、
足
寄
町
議
会

で
も
、
平
成
７
年
９
月
14
日
に
「
非
核
平

和
都
市
宣
言
に
関
す
る
決
議
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。

「
非
核
平
和
の
ま
ち
」
宣
言

　

核
兵
器
を
廃
絶
し
、
恒
久
平
和
を
実
現

す
る
こ
と
は
、
世
界
で
唯
一
の
核
被
爆
国
、

日
本
国
民
共
通
の
悲
願
で
あ
り
、
足
寄
町

民
の
心
か
ら
の
望
み
で
あ
り
ま
す
。

　

核
兵
器
が
、
世
界
の
平
和
と
人
類
の
生

存
に
大
き
な
脅
威
を
与
え
つ
つ
あ
る
今
日
、

私
た
ち
は
核
兵
器
の
廃
絶
を
強
く
訴
え
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
美
し
い
郷
土
を
守
り
、
豊
か

な
暮
ら
し
を
子
孫
に
伝
え
る
た
め
に
も
、

我
が
足
寄
町
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
に
平

和
を
求
め
る
心
を
育
て
て
ゆ
き
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
非
核
三
原
則
の
堅
持
と

恒
久
平
和
の
実
現
を
願
い
、
明
る
く
住
み

良
い
幸
せ
な
町
民
生
活
を
守
る
決
意
を
し
、

こ
こ
に
足
寄
町
は
、
「
非
核
平
和
の
ま
ち
」

を
宣
言
し
ま
す
。

詳　
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消
防
出
初
式

　

こ
れ
か
ら
年
末
年
始
に
か
け
て
、
飲
酒
の

機
会
が
増
え
て
き
ま
す
。
お
酒
は
疲
労
回
復
、

ス
ト
レ
ス
解
消
、
冠
婚
葬
祭
等
に
は
欠
か
せ

な
い
も
の
で
も
あ
り
ま
す
が
、
量
を
過
ぎ
る

と
心
身
へ
の
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

お
酒
を
飲
む
人
の
一
日
当
た
り
の
飲
酒
量

　

平
成
25
年
度
国
民
健
康
保
険
特
定
健
診
受

診
者
の
生
活
習
慣
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
見
る

と
、
１
日
当
た
り
の
飲
酒
量
（
日
本
酒
換
算
）

は
、
国
・
北
海
道
と
比
較
し
て
、
足
寄
町
で

は
１
合
未
満
の
割
合
は
低
く
、
一
方
、
３
合

以
上
飲
む
人
の
割
合
が
高
い
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

未
成
年
者
の
飲
酒
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　

未
成
年
者
の
飲
酒
は
、
脳
の
神
経
細
胞
が

破
壊
さ
れ
る
た
め
、
記
憶
力
が
低
下
し
て
学

習
へ
の
影
響
が
起
こ
り
ま
す
。
ま
た
、
成
人

よ
り
ア
ル
コ
ー
ル
分
解
能
力
が
未
熟
で
す
。

飲
み
始
め
が
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
飲
酒
量
が

増
え
た
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
発
生
が

高
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
っ
て

　

多
量
の
飲
酒
が
習
慣
化
し
、
場
所
や
時
間

を
選
ば
ず
に
飲
酒
し
た
り
、
止
め
ら
れ
な
く

な
っ
た
り
し
ま
す
。

○
精
神
的
依
存

・
ほ
ろ
酔
い
気
分
で
は
飲
ん
だ
気
が
し
な
い
。

・
ほ
ぼ
毎
日
飲
み
、
お
酒
が
な
い
と
物
足
り

な
く
感
じ
る
。

・
飲
み
始
め
る
と
つ
い
た
く
さ
ん
飲
ん
で
し

ま
う
。

・
数
時
間
ご
と
に
連
続
し
て
飲
む
。

○
身
体
的
依
存

・
お
酒
が
切
れ
る
と
手
の
震
え
、
多
量
の
発

　

汗
、
脈
が
速
く
な
る
、
不
安
感
、
イ
ラ
イ

ラ
な
ど
の
離
脱
症
状
（
禁
断
症
状
）
が
現

れ
る
。�

・
飲
酒
が
原
因
で
、
け
が
や
遅
刻
、
欠
勤
、

不
注
意
や
判
断
ミ
ス
、
飲
酒
運
転
な
ど
を

起
こ
す
。

○
飲
酒
問
題
の
表
面
化

　

飲
酒
に
よ
る
問
題
が
繰
り
返
さ
れ
、
お
酒

を
飲
む
た
め
に
う
そ
を
つ
い
た
り
、
隠
れ
飲

み
を
し
た
り
し
て
家
庭
内
や
職
場
で
ト
ラ
ブ

ル
が
起
き
て
き
ま
す
。

○
社
会
生
活
の
困
難
性

　

お
酒
が
切
れ
る
と
気
分
が
落
ち
込
み
、
不

安
に
な
る
た
め
さ
ら
に
飲
酒
を
続
け
、
肝
臓

や
脳
な
ど
全
身
に
影
響
し
て
健
康
な
体
や
家

族
・
仕
事
を
失
い
、
日
常
生
活
が
困
難
に
な

り
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
健
康
障
が
い

　

飲
酒
問
題
が
表
面
化
し
て
く
る
と
、
ア
ル

コ
ー
ル
関
連
の
病
気
や
別
居
、
離
婚
、
仕
事

上
の
ト
ラ
ブ
ル
が
原
因
で
、
孤
独
感
や
落
ち

込
ん
だ
気
分
を
飲
酒
で
紛
ら
わ
そ
う
と
し
ま

す
。

　

ま
た
、
抑
う
つ
気
分
や
不
眠
を
解
消
す
る

た
め
に
飲
酒
を
続
け
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
飲

酒
と
こ
こ
ろ
の
健
康
は
深
い
関
係
に
あ
り
ま

す
。

　

「
依
存
症
」
に
な
る
と
自
分
の
意
思
や
精

神
力
で
は
飲
酒
行
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

こ
と
は
極
め
て
困
難
で
す
の
で
、
本
人
や
家

族
だ
け
で
抱
え
込
ま
な
い
で
か
か
り
つ
け
医

や
役
場
福
祉
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

お
酒
と
楽
し
く
付
き
合
う
た
め
に

・
適
量
範
囲
で
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
飲

　

む
。

・
お
酒
と
一
緒
に
食
物
繊
維
を
含
む
野
菜
、

エ
ダ
マ
メ
や
魚
等
の
タ
ン
パ
ク
質
を
取
る
。

・
週
に
２
日
は
飲
酒
を
し
な
い
休
肝
日
を
つ

く
る
。

・
年
に
１
度
は
定
期
健
診
を
受
け
て
、
肝
臓

の
他
に
も
ア
ル
コ
ー
ル
に
関
連
し
た
生
活

習
慣
病
（
糖
尿
病
・
高
血
圧
等
）
の
予
防

に
努
め
る
。

平成27年足寄消防団出初式

分団名 日　　　時
サイレン
吹　　鳴

場　　　所

第１分団 1月4日㈰ 午前10時－

午前８時

消防総合庁舎

第２分団 1月5日㈪ 午前11時－
大誉地老人健康
増進センター

第３分団 1月6日㈫ 午後１時
30分－

芽登老人健康増
進センター

第４分団 1月5日㈪ 午後１時
30分－

上利別老人健康
増進センター

第５分団 1月4日㈰ 午後１時－
螺湾老人健康増
進センター

「
児
童
扶
養
手
当
法
」
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

足
寄
町
は
「
非
核
平
和
の
ま
ち
」

を

宣

言

し

て

い

ま

す

　

お
酒
を
飲
む
と
き
は
、
単
に
酔
う
た
め
で

な
く
「
楽
し
い
雰
囲
気
」
の
中
で
「
自
分
の

好
き
な
お
酒
」
を
「
ゆ
っ
く
り
」
と
「
適
量
」

を
守
り
な
が
ら
飲
む
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

詳　

細　

役
場
福
祉
課
保
健
推
進
担
当

�

☎
25

－

２
５
７
１

１

日

の

適

正

飲

酒

の

目
安

・
日
本
酒
：
１
合
弱

・
ビ
ー
ル
：
５
０
０
ml

・
焼　

酎
：
１
０
０
ml

・
ワ
イ
ン
：
２
０
０
ml

※
高
齢
者
や
女
性
の
場
合
は
半
分
の
量

※
３
倍
以
上
は
「
多
量
飲
酒
」

１日当たりの飲酒量（％）

飲酒量 国 北海道 足寄町

１合未満 64.0 62.5 59.3

１～２合
未満

24.2 24.1 29.3

２～３合  9.1 10.3  7.5

３合以上  2.7  3.1  3.9
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町

民

限

定

★

ト

ー

ク

交

流

会

　

11
月
26
日
、
２
０
１
４

足
寄
町
応
援
大
使
の
飯
山

裕
志
選
手
と
中
島
卓
也
選

手
が
足
寄
町
を
訪
れ
、
学

校
訪
問
や
ト
ー
ク
交
流
会

を
行
い
ま
し
た
。

　

足
寄
小
学
校
（
石
山
貢

司
校
長
）
で
は
、
児
童
と

の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
や
記

念
撮
影
で
交
流
を
深
め
た

ほ
か
、
両
選
手
か
ら
記
念

品
と
し
て
「
サ
イ
ン
入
り

特
大
ボ
ー
ル
」
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
児
童
か

ら
の
「
場
外
ホ
ー
ム
ラ
ン

を
打
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
」
と
の
質
問
に
、
飯

山
選
手
は
「
高
校
生
の
時

と
２
軍
の
試
合
で
は
打
っ

た
こ
と
は
あ
る
け
れ
ど
、

札
幌
ド
ー
ム
に
は
屋
根
が

あ
る
か
ら
（
場
外
ホ
ー
ム

ラ
ン
は
）
打
て
な
い
の
」

と
答
え
、
子
ど
も
た
ち
の

笑
い
を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
両
選
手
は
役

場
を
訪
れ
、
安
久
津
勝
彦

町
長
を
表
敬
訪
問
し
た
ほ

か
、
足
寄
動
物
化
石
博
物

館
や
足
型
工
房
を
訪
れ
、

ミ
ニ
発
掘
や
足
型
採
取
を

体
験
し
ま
し
た
。

　

午
後
５
時
30
分
か
ら
町

民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た

ト
ー
ク
交
流
会
に
は
、
町

民
約
３
０
０
人
が
来
場
。

　

来
シ
ー
ズ
ン
へ
の
抱
負

を
聞
か
れ
、
飯
山
選
手
は

「
し
っ
か
り
準
備
し
て
、

若
手
と
勝
負
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
。
チ
ー
ム
と
し

て
は
、
今
年
は
３
位
だ
っ

た
が
、
来
年
は
さ
ら
に
上

を
目
指
す
」
と
話
し
ま
し

た
。
ま
た
、
中
島
選
手
は

「
リ
ー
グ
優
勝
と
日
本
一

が
目
標
。
個
人
と
し
て
は
、

開
幕
ス
タ
メ
ン
と
全
１
４

４
試
合
に
出
場
し
た
い
」

と
力
強
く
宣
言
し
ま
し
た
。

　

抽
選
会
で
は
サ
イ
ン
ボ

ー
ル
や
ユ
ニ
ホ
ー
ム
、
役

場
前
に
飾
ら
れ
て
い
た
等

身
大
の
応
援
大
使
パ
ネ
ル

な
ど
が
来
場
者
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

飯山・中島両選手が足寄町を訪問！
ミセス ユミ子の

消費生活Ｑ＆Ａ

髙安ユミ子消費生活相談員

第
25
回

　

高
齢
者
を
狙
っ
た
特
殊
詐
欺
が
全
国
的
に

急
増
し
て
い
ま
す
。
特
殊
詐
欺
と
は
、
犯
人

が
被
害
者
に
直
接
会
わ
ず
に
電
話
な
ど
で
お

金
を
だ
ま
し
取
る
犯
罪
の
総
称
で
す
。

　

「
自
分
は
大
丈
夫
、
だ
ま
さ
れ
な
い
」
と

か
「
う
ち
に
は
（
電
話
は
）
掛
か
っ
て
こ
な

い
」
と
い
う
方
も
注
意
が
必
要
で
す
。
犯
人

は
言
葉
巧
み
に
焦
ら
せ
、
冷
静
な
判
断
力
を

奪
い
ま
す
。

　

詐
欺
の
手
口
は
、
ま
す
ま
す
巧
妙
化
・
悪

質
化
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
最
近
は
、
複
数
の
人
が
警
察
官
や
弁

護
士
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
役
を
演
じ
た
り
、
偽

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
通
帳
な
ど
の
『
小
道
具
』

を
使
っ
た
り
し
て
だ
ま
す
「
劇
場
型
」
詐
欺

の
手
口
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

劇
場
型
の
手
口
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
・

話
題
に
合
わ
せ
て
、
巧
み
に
内
容
を
変
え
て

き
ま
す
。
犯
人
側
は
複
数
の
人
物
を
登
場
さ

せ
て
消
費
者
を
混
乱
さ
せ
た
り
、
脅
か
し
た

り
し
ま
す
。
ま
た
、
わ
ざ
わ
ざ
現
金
を
受
け

取
り
に
来
る
な
ど
思
い
も
よ
ら
な
い
方
法
で

大
切
な
財
産
を
狙
っ
て
き
ま
す
。
日
頃
か
ら

警
戒
心
を
忘
れ
ず
に
、
少
し
で
も
怪
し
い
と

思
っ
た
ら
、
迷
わ
ず
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

2014足寄町応援大使に大興奮！

知
っ
て
お
こ
う
！

だ
ま
し
の
手
口
「
劇
場
型
」
と
は
？

犯
行
の
手
口
を
紹
介

　

あ
る
日
、
証
券
会
社
大
手
Ａ
社
と
名
乗

る
人
か
ら
電
話
が
掛
か
っ
て
き
た

Ａ　

社
「
当
社
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
届
い

て
い
ま
す
か
。
選
ば
れ
た
方
に

だ
け
送
付
し
て
い
ま
す
」

あ
な
た
「
う
ち
は
結
構
で
す
」

Ａ　

社
「
あ
な
た
の
権
利
を
欲
し
い
と
い

う
人
の
代
わ
り
に
、
名
義
だ
け

お
借
り
し
て
も
良
い
で
す
か
」

あ
な
た
「
名
義
だ
け
な
ら
…
」

　

後
日
、
金
融
庁
職
員
や
弁
護
士
と
名
乗

る
人
な
ど
か
ら
電
話
が
掛
か
っ
て
く
る

偽
職
員
「
名
義
貸
し
は
違
法
で
す
。
裁
判

に
か
け
ら
れ
ま
す
よ
」

あ
な
た
「
え
ぇ
ー
⁉
そ
ん
な
…
」

対
処
法

・
金
融
庁
な
ど
の
公
的
機
関
が
未
公
開
株
や

社
債
な
ど
の
取
引
に
関
与
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

・
「
金
融
庁
」
「
財
務
局
」
「
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
」
「
証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
」
な

ど
の
公
的
機
関
の
名
前
や
公
的
機
関
を
連

想
さ
せ
る
よ
う
な
名
称
を
使
用
し
て
い
た

ら
、
要
注
意
で
す
。

・
電
話
で
の
勧
誘
な
ど
に
は
、
す
ぐ
に
応
じ

な
い
こ
と
。

・
「
特
定
の
人
し
か
買
え
ま
せ
ん
」
「
期
間

限
定
」
「
高
く
買
い
取
り
ま
す
」
「
代
わ
り

に
申
し
込
ん
で
」
と
い
っ
た
「
も
う
け
話
」

を
安
易
に
信
用
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
手
口
に
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

・
振
り
込
め
詐
欺
（
オ
レ
オ
レ
詐
欺
）

　

息
子
な
ど
を
装
い
、
架
空
の
事
実
を
告
げ
、

示
談
金
や
和
解
金
な
ど
を
理
由
に
現
金
を
だ

ま
し
取
る
手
口

・
架
空
請
求
詐
欺

　

身
に
覚
え
の
な
い
有
料
サ
イ
ト
利
用
料
金

の
請
求
な
ど
、
架
空
の
事
実
を
口
実
に
現
金

を
振
り
込
ま
せ
る
手
口
（
主
に
メ
ー
ル
な
ど
）

・
還
付
金
等
詐
欺

　

税
務
署
な
ど
の
職
員
を
名
乗
り
、
医
療
費

や
税
金
の
還
付
金
を
口
実
に
、
銀
行
の
Ａ
Ｔ

Ｍ
か
ら
犯
人
口
座
へ
振
り
込
ま
せ
る
手
口

ミ

セ

ス

♡
ユ

ミ

子

の

消

費

生

活

出

前

講

座

　

白
糸
老
人
ク
ラ
ブ
で
消
費
生
活
出
前
講
座

が
開
催
さ
れ
、
会
員
12
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

髙
安
ユ
ミ
子
町
消
費
生
活
相
談
員
が
、
全
国

各
地
で
被
害
が
発
生
し
て
い
る
振
り
込
め
詐

欺
な
ど
の
被
害
状
況
を
紹
介
し
た
ほ
か
、
訪

問
販
売
や
貴
金
属
の
買
い
取
り
ト
ラ
ブ
ル
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
な
が
ら
注
意
を
呼
び
掛
け
ま
し

た
。

詳　

細

　

足
寄
町
消
費
生
活
相
談
所
（
南
６

－

２
）�

�

☎
28

－

０
５
８
５

　

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
２
２

飯山選手・中島選手、１年間ありがとうございました！来季のご活躍を期待しています！

足　寄　ス　ポ　ー　ツ　新　聞� ２０１４年（平成２６年）１２月１２日（金曜日）

12
月
12
日
号

足
ス
ポ

終刊号
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　本別町図書館では、本別町出身でオペラ歌手

や音楽学校の声楽講師として活躍している川口

千咲子さ
んをお迎えし、クリスマスコンサートを

開催します。皆さんも一緒に歌って、楽しいク

リスマスを過ごしませんか。

日　　時　12月20日㈯　午後１時－３時

場　　所　本別町図書館２階会議室

内　　容・クリスマスソングメドレー他

　　　　・簡単ボイストレーニング

　　　　・ぶっくるカフェ臨時営業

　　　　・幼児読み聞かせ「どうわかん」

　　　　～クリスマススペシャル～

　　　　・クリスマスの本の展示

詳　　細� 本別町図書館　☎２２－５１１２

図書館クリスマスコンサート りくべつ鹿肉ロース味噌漬け新発売

　陸別町で獲れた鹿ロース肉を渋谷醸造株式会

社（本別町）の特製味噌に漬け込みました。味

は、辛みそ、なんばんみそ、白みその３種類。

　夕食のおかず、酒のつまみにぜひご賞味くだ

さい。

価　　格　６８０円（税込み）

内 容 量　１６０ｇ

詳　　細� 陸別町観光物産館（道の駅内）

� ☎２７－２０１２

水道管の凍結にご注意を

防衛大学校学生募集

訪問看護師（非常勤）募集

後期高齢者医療制度について
のご意見を募集しています

節電にご協力ください

冬期間の通行止めについて

福祉職場説明会を
開催します　冬季間（12月－翌３月）にかけ

て水道管の凍結事故が多発します。

冬季間の水道の凍結には普段から

気を付けるようにしましょう。

　旅行等で長期間家を空けるとき

や真冬日が続いたときは特に注意

が必要です。必ず水落としを行い

ましょう。水道管が凍結または破

裂した場合は、速やかに水道業者

に連絡し修理を行ってください。

町内水道業者

㈲コミヤマ� ☎２５－５７６５

㈲白沢文栄堂� ☎２５－２４１０

㈱マルヨ産業� ☎２５－３０２９

㈲武藤住設� ☎２５－２４３７

詳　細� 役場建設課上下水道室

� 上下水道業務担当

� ☎２５－２１４１内線３５４

応募資格　平成27年４月１日現在、

18歳以上21歳未満の方

募集期間

　平成27年１月21日㈬－30日㈮
一次試験日　平成27年２月28日㈯
詳　細� 自衛隊帯広募集案内所

� ☎０１５５－２３－８７１８

応募資格　看護師または保健師と

して実務経験が３年以上で、普

通自動車運転免許を所持してい

る方

募集人数　若干名

勤務時間　午前９時－午後５時

　１日３－６時間勤務で、勤務時

間・曜日等は相談に応じます。

給　　与　時給１，４５０円

休　　日　土、日、祝日、年末年始

応募方法　電話連絡の上、履歴書

（写真貼付）をご持参ください。

募集期限　12月26日㈮
詳　　細�

� ㈳北海道総合住宅ケア事業団

� 本別地域訪問看護ステーション

� ☎２２－９０５０

　被保険者の皆さんが自立した生

活を送れるような保健事業を進め

ていくための「北海道後期高齢者

医療広域連合保健事業実施計画（案）」

について、住民の皆さんからご意

見を募集しています。なお、同計

画は役場住民課保険担当窓口およ

び北海道後期高齢者医療広域連合

ホームページ（http://iryokouiki-
hokkaido.jp）で公表しています。

募集期限　平成27年１月９日㈮
詳　　細� 住民課住民室保険担当

� ☎２５－２１４１内線２１７

　この冬はさまざまな電力供給対

策に取り組むことにより、電力を

安定供給するために最低限必要な

供給予備率は確保できる見通しで

す。

　しかし、電力融通の制約や厳寒

であることから、これからもご家

庭や事業所での節電にご協力くだ

さい。

ほくでんホームページアドレス

http://www.hepco.co.jp
詳　細� 北海道電力株式会社

� 帯広支店契約サービスグループ

� ☎０１５５－２４－６２７７

　上螺湾－雌阿寒温泉間の道道、町道、緑資源幹線林道が次の通り冬期

間通行止めになります。

通行止め区間

①②道道モアショロ原野螺湾足寄停車場線　③町道雌阿寒オンネトー線

④道道オンネトー線　⑤緑資源幹線林道

通行止め期間

①⑤平成27年４月９日㈭午前10時まで

②③平成27年５月12日㈫午前10時まで

④平成27年４月16日㈭午前10時まで

※予定のため、変更になる場合があります。

　福祉職場への就職を希望する方

に、就職活動に役立つセミナーと

職員採用予定のある福祉職場の人

事担当者との相談会を実施します。

日　時　12月28日㈰
　午前10時30分－午後３時30分

場　所　とかちプラザ

対　象

・福祉職場へ就職を希望する方、

学生（平成26年度卒業予定者）

・福祉人材バンクに求職登録をし

ている方

参加費　無料

詳　細� 帯広市社会福祉協議会

� 帯広市福祉人材バンク

� ☎０１５５－２７－２５２５

善意のご寄付・ご寄贈
ありがとうございます

町立特別養護老人ホームへ

・十勝地方道新会（山下研治

会長）から� 車椅子１台

町へ

・新沼靖典さ
ん（北１条３丁目）

から高齢者医療福祉のため

に� １００万円

募　　集 お知らせ

　くらしのカレンダー12月号

「年末の窓口」に一部誤りが

ありましたので訂正しておわ

びします。

（誤）しんどう医院

　　　31日　17：00まで

（正）しんどう医院

　　　30日　17：00まで

訂正とおわび
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☆２０１４足寄町応援大使のファイタ

ーズ飯山裕志選手と中島卓也選手と

の「町民限定★トーク交流会」にお

手伝いとして行ってきました。両選

手とも、とても気さくで「更にファ

ンになった�」という参加者の方も

いらっしゃるのではないでしょうか。

☆中でも大盛り上がりだったのが、二

人のサイン入りグッズが当たる抽選

会。なんとその中の飯山選手の等身

大パネルが、父の働いているお店に

やってきたではありませんか。

☆父に感想を聞くと「夜間警備になる

ね」とのこと。うーん。期待してい

た感想とはちょっと違うなぁ。

前谷　彩
あや

仁
と

ち
  ゃ
   ん

� （平成24年12月11日生まれ）

　いつもにこにこかわいい笑顔

を見せてくれるあやとくん。大

好きないないいないばあで遊ん

で、パパとママも笑顔になりま

す。これからも元気に育ってね。

� 篤人・文美さ
んの子

� （栄町２丁目）

　11月１日に行われた「芽登小学校・芽登保

育所学習発表会」でのスナップです。

� （⇒９ページ）　

ひとのうごき
11月末の住民基本台帳

人　口　　７，３８０　人　（－３)

　男　　　３，５６８　人　（＋１)

　女　　　３，８１２　人　（－４)

世　帯　　３，５８２世帯（＋３)

※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民
を含んだ数値となっています。

長江　崚
りょう

雅
が

ち
  ゃ
   ん

� （平成24年12月22日生まれ）

　車や歌、踊りが大好き。毎日

お姉ちゃんとお兄ちゃんと遊ん

だり、いたずらしたりと困らせ

てくれるわが家のわんぱくな息

子。素直で優しい子に育ってね。

� 武寿・恵美さ
んの子

� （旭町１丁目）
海藤　楓

ふう

香
か

ち
  ゃ
   ん

� （平成24年12月５日生まれ）

　毎日お兄ちゃんと遊ぶのが大

好き。最近では２人で妖怪ウォ

ッチにはまっています。これか

らも、元気いっぱい仲良く遊ん

でください。

� 崇・伴美さ
んの子

� （西町９丁目）


